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研究成果の概要（和文）：われわれは、以下の成果を報告した。
1)肺動脈の血流の改善（Eur Heart J. 2015）2)全身代謝の改善（Circ J. 2016）3)酸素化の改善（Circ J. 
2016）4)統合失調症患者におけるCTEPHの頻度（Int J Cardiol. 2016）5)両心室の機能の改善（Circ J. 2016）
6)Dual-energy CTによる評価（Eur J Radiol. 2016）7)CTEPHへのTAFIが関与（Arterioscler Thromb Vasc 
Biol. 2016）8)BPAは長期予後を改善する（Eur Heart J 2017 38:3152-3159.）

研究成果の概要（英文）：We have achieved some certain results as follows.
1)4D-MRI imaging visualizes drastic change in vortex flow after BPA. Eur Heart J. 2015 Jul 1;36(25):
1630.2)Multiple beneficial effects of BPA. Circ J. 2016.3)BPA improved oxygenation with a resultant 
decrease in intrapulmonary shunt. Circ J. 2016 80(10):2227-34. 4)We report a significantly higher 
prevalence of schizophrenia in patients with CTEPH than in those with pulmonary arterial 
hypertension (PAH) and the general population. Int J Cardiol. 2016;207:363-4.5)BPA improves 
biventricular functions and in CTEPH. Circ J. 2016;80(6):1470-7.6)Dual-energy CT to estimate 
clinical severity of CTEPH. Eur J Radiol. 2016;85:1574-80. 7)Plasma levels of TAFI are elevated in 
patients with CTEPH and are correlated with resistance to clot lysis in those patients. Arterioscler
 Thromb Vasc Biol. 2016;36:1293-301.8)The beneficial haemodynamic effects of BPA persist for years 
with resultant good long-term prognosis. Eur Heart J 2017 38:3152-3159.

研究分野： 循環器内科
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１．研究開始当初の背景 
慢性血栓塞栓性肺高血圧症（CTEPH）は予後
不良の疾患である。末梢肺動脈に狭窄・閉塞
をきたす末梢型 CTEPH は、非手術適応例であ
り、手術適応例に比較し、薬物治療例では予
後が不良であることも報告されている。重症
例では肺移植が検討されてきた。以上から、
非手術適応 CTEPHに対して新たな治療法の確
立が必要とされている。2009 年より 60 人の
患者に経皮的カテーテル肺動脈形成術
（PTPA）を行ってきた。PTPA により著しい肺
動脈圧の低下を得ることができた。しかし、
術後の肺水腫、喀血等の合併症の問題点がい
まだに残されており、世界的にも確立されて
いない。よって今後は、安全に効率的に血流
再開を得るための評価方法が必要となると
ともに、合併症の詳細なメカニズムを明らか
にすることで、より安全な PTPA を確立でき
る。 
２．研究の目的 

本研究では、以上の経過をふまえ、2年間の

研究期間内に具体的に下記の点を明らかにす

ることを目標にした。 

1. PTPAの効果の検討 

2．PTPAの手技安全性の検討 

3．分子生物学的検討 
３．研究の方法 
本研究は３年計画で、CTEPH100 例を目標に
PTPAを行い、上記の 3点につき検討していく。
当科データベース上の CTEPH53例と新規診断
例で、PTPA 適応症例（NYHAⅢ度または本人希
望がある場合）を対象に、データベースを作
成し、PTPA 毎に血行動態評価、血清学的評価、
病理学的評価を行っていく。 
４．研究成果 

慢性血栓塞栓性肺高血圧症（CTEPH）は、予

後不良の疾患であり治療法の確立が必要と

されている。われわれは、カテーテルを用い

た肺動脈形成術(BPA) による治療を確立し、

その効果の機序を解明することを目標に研

究に取り組んできた。 

我々が確立した PTPAの方法により脂質代謝、
糖代謝などのパラメーターが改善すること
が全身状態を改善し、予後を改善させること
を Circulation Jouenal 誌 へ 報 告 し た
（ Tatebe S, Sugimura K, etal. Circ J. 
2016.80(4):980-8.）。また、PTPAは右心室だ
けでなく左心室の機能も改善することも明
らかにした（Sato H, Sugimura K, et al.Circ 
J. 2016;80(6):1470-7.）。そして PTPA は肺
内シャントを改善させることで酸素化に対
しても効果があることが分かった（Circ J. 
2016 80(10):2227-34）。また Dual Energy CT
は CTEPH患者における重症度を評価できるこ
とを明らかにし、新たな画像診断の有用性を
示した（Takagi,H, Sugimura K, at al.Eur J 

Radiol. 2016;85(9):1574-80.）。また CTEPH
の原因として、血栓における線溶抵抗性に
TAFI が関与することを報告した（Yaoita N, 
Sugimura K, et al.Arterioscler Thromb Vasc 
Biol. 2016;36(6):1293-301.）新たな画像技
術である 4Dflow 画像により BPA 前後の肺動
脈内の渦流の改善を報告した（ Ota H, 
Sugimura K, et al. Eur Heart J. 2015 
36:1630.）。そして、BPA 治療を行った 77 名
(424 セッション)において、治療成績と合併
症を詳細に検討し、長期予後改善効果を示し
た（5年生存率: BPA群 vs従来治療群; 98.4％ 
vs 77.5％,P<0.01）（Aoki T, Sugimura K et 
al.Euro Heart J 2017 38:3152-3159.）。 
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